
市町村名 担当課

有 これまでの主な取組 令和７年度の方向性・目標

設置年 令和３年２月

開催数 通算11回

有

策定有の場合 策定日

第一次方針

→令和５年３月

第二次方針

→令和７年３月

無

認定クラブ有の場合 認定クラブ数 0

市町村名 担当課

有 これまでの主な取組 令和７年度の方向性・目標

設置年 令和４年１１月

開催数 通算９回

無

策定有の場合 策定日

無

認定クラブ有の場合 認定クラブ数 0

市町村名 担当課

有 これまでの主な取組 令和７年度の方向性・目標

設置年 令和７年７月

開催数 通算１回

無

策定有の場合 策定日

無

認定クラブ有の場合 認定クラブ数 0

市町村名 担当課

有 これまでの主な取組 令和７年度の方向性・目標

設置年 令和３年

開催数 通算３１回

有

策定有の場合 策定日 令和５年7月

有

認定クラブ有の場合 認定クラブ数 7

部活動の地域展開に係る取組状況一覧（令和7年7月時点）

○休日の部活動については、各スポーツ協会や３校区のCSへ協力を求め、活動受け入れ可能な団体を１つでも増やす。

○平日の部活動については、今後の生徒数減少、部活動加入数の減少、教職員数の減少を踏まえ、各校の部活動数を徐々に減らすことを目

標に、令和8年度以降拠点校方式の部活動をスタートするための準備を引き続き行う。

・令和８年度開始の拠点校方式についての生徒・保護者への周知

・令和８年度～１４年度までのロードマップ（推進計画）作成→地域への周知

・休日受け入れ可能な地域団体の確保

・市内中学校の部活動数・種目の整理（拠点校方式に向けて）

・CSを活用した、指導者の人材バンク

・部活動の意見交換会・検討会へのPTA会長（役員）の参加

・令和9年度以降の市の部活動の在り方について、小学校長へ周知

推進計画
策定の有無

市町認定クラブ

市町認定クラブの有無

4

市町認定クラブ

市町認定クラブの有無

3

取　　組　　状　　況

境港市 教育総務課

協議会

設置の有無

設置有の場合
〇令和３・４年　地域運動部活動推進事業受託

〇令和３年　連絡協議会（６回）

〇令和４年　休日の部活動の地域団体への移行開始

　4月：陸上、軟式野球　２クラブ　9月～ハンドボールを加え3クラブ

〇令和４年　連絡協議会（１０回）

〇令和５年　休日の部活動の地域団体への移行

　陸上、軟式野球（2クラブ）、ハンドボール、卓球、サッカー

〇令和５年　連絡協議会（８回）

〇令和６年　サッカー、剣道の拠点校方式実施

〇令和６年　連絡協議会（７回）

〇令和６年　令和８年度移行の拠点校方式の取り組みについて、学校長と協議（２回）

〇令和７年　休日の部活動の地域団体への移行

　陸上、軟式野球、ハンドボール、卓球、サッカー、剣道（２クラブ）

〇令和７年６月　令和８年度拠点校方式部活動に係る連絡協議会（２回）

取　　組　　状　　況

倉吉市
学校教育課

社会教育課

協議会

設置の有無

設置有の場合
○令和４年度より市内の中学校全てにおいて、部活動加入を任意とした

○倉吉市中学校部活動拠点校（合同部活動）型推進に係るアンケートの実施

○倉吉市スポーツ協会加盟団体へ中学校部活動受入に係るアンケートの実施

○倉吉市中学校部活動地域移行・地域展開推進会議（２回）

○スポーツ活動の受皿となる団体との協議

○倉吉市中学校部活動地域展開等推進協議会の設立

○児童生徒・ＰＴＡへ休日の部活動に係るアンケートの実施

○倉吉市スポーツ協会に加盟する競技団体との意見交換

○部活動指導員等の増員

○競技種目ごとに部活動地域展開方法の把握

推進計画
策定の有無

○令和７年度以降も、引き続き、学校部活動の地域連携（部活動指導員の増員、合同部活動の実施　等）を推進しながら、休日の部活動の段階的

な地域展開を目指す。

〈具体的な取組〉

○令和７年度から部活動改革統括コーディネーターを配置した。部活動指導員訪問や関係団体への聞き取りを行うなどして、情報収集するととも

に、今後の連携を見据えた関係づくりを行っていく。

○種目別検討会を開催し、学校部活動の地域展開に向けた各種目における現状把握と具体的な方策について協議を行う。

○一部種目で、米子市版合同部活動型部活動を活用した、エリア制部活動の実施を検討する。

○市主催の指導者研修会を実施する。ニーズに応じた研修内容とすることで、部活動指導員、外部指導者の指導力向上を目指す。

○モデル事業対象競技を拡大し、さらなるノウハウ構築に努める。

○今後示される国や県の方針を参考に、米子市版公認地域クラブ事業推進計画の策定を目指す。

推進計画
策定の有無

市町認定クラブ

市町認定クラブの有無

2
米子市 学校教育課

協議会

設置の有無

設置有の場合
○米子市版部活動の在り方協議会の開催（計９回）

○人材バンクの立ち上げ（令和６年２月）による部活動指導員の増員

○モデル事業の実施によるクラブ運営ノウハウの構築

　　（令和５年度より、２種目で実施）

○米子市版合同部活動型部活動の実施。

　　（令和６年度から実施）

1

取　　組　　状　　況

市町認定クラブ

市町認定クラブの有無

取　　組　　状　　況

鳥取市
学校教育課

生涯学習・スポーツ課

協議会

設置の有無

設置有の場合
○鳥取市部活動改革委員会を令和３年から開催(令和３年２月設置）

○改革委員会による「鳥取市部活動の地域移行の在り方に関する第一次提言」を踏まえ

　第一次方針を策定(令和５年３月）

○改革委員会による「鳥取市部活動の地域移行の在り方に関する第二次提言」を踏まえ　第

二次方針を策定(令和７年3月)

○学校教育課と生涯学習・スポーツ課の兼務者を配置し教育委員会事務局内で推進体制整備

（令和７年４月）

○鳥取市教育委員会事務局学校教育課へ部活動地域移行統括コーディネーターを配置（令和

５年度１名、令和６年度から２名）

○中学校・義務教育学校１７校へコーディネーターを１名ずつ配置

　　各学校で部活動改革協議会の開催

　　コーディネーター連絡協議会を開催し情報交換

○鳥取市スポーツ指導者バンクの開設(令和５年１１月)

○鳥取市立学校体育施設スマート予約システムを利用した学校体育館の開閉を開始

○鳥取市教育委員会ポータルサイトに「鳥取市の部活動改革」の項目を設置（令和６年９

月）し、中学校部活動改革に関する情報を公開

【令和７年度】

○部活動指導員、外部指導者による休日の指導の推進：第１段階（地域連携型）

○休日の部活動の地域移行が可能なクラブの検討：第２段階（地域移行型の準備）

○地域移行が可能なクラブの認定要件等の整備

○認定を受けた地域クラブを対象とするガイドラインの策定

○地域移行が可能なクラブの体制整備支援

○認定を受けた地域クラブの支援策の検討

○地域移行が可能なクラブの推薦・認定（令和８年度認定分）

推進計画

策定の有無

資料ー８



市町村名 担当課

有 これまでの主な取組 令和７年度の方向性・目標

設置年 令和６年２月

開催数 通算８回

有

策定有の場合 策定日 令和７年７月

無

認定クラブ有の場合 認定クラブ数 0

市町村名 担当課

無 これまでの主な取組 令和７年度の方向性・目標

設置年

開催数

無

策定有の場合 策定日

無

認定クラブ有の場合 認定クラブ数 0

市町村名 担当課

有 これまでの主な取組 令和７年度の方向性・目標

設置年 令和６年６月

開催数 通算５回

有

策定有の場合 策定日 令和７年３月

無

認定クラブ有の場合 認定クラブ数 0

市町村名 担当課

有 これまでの主な取組 令和７年度の方向性・目標

設置年 令和６年９月

開催数 通算１回

無

策定有の場合 策定日

無

認定クラブ有の場合 認定クラブ数 0

市町村名 担当課

有 これまでの主な取組 令和７年度の方向性・目標

設置年 令和５年10月

開催数 通算５回

有

策定有の場合 策定日 令和６年６月

無

認定クラブ有の場合 認定クラブ数 0

○部活動指導員、外部指導者の配置を推進する。

○地域展開していくことのできる競技について、地域の現状等を踏まえながら検討していく。

推進計画
策定の有無

市町認定クラブ

市町認定クラブの有無
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取　　組　　状　　況

湯梨浜町 教育総務課

協議会

設置の有無

設置有の場合
○令和５年度に１回、令和６年度に３回の部活動あり方検討を開催。

○令和６年７月に、児童生徒、保護者を対象としたアンケートを実施し、部活動への加入の

意向等について、実態把握を行った。

○部活動指導員、外部指導者の人数を増やし、より多くの部活動に配置できるよう公募を実

施した。

○智頭町部活動改革推進協議会において、本町の地域展開の方向性を定める。

○町内のスポーツ団体と協議し、スポーツ活動の場を模索する。

○近隣市町村と情報交換し、他地域を含めて地域展開を検討する。推進計画
策定の有無

市町認定クラブ

市町認定クラブの有無8

市町認定クラブ

市町認定クラブの有無

6

取　　組　　状　　況

智頭町 教育課

協議会

設置の有無

設置有の場合
○令和５年度から智頭中学校において、部活動の加入を任意とした。

○中学校との部活動現状確認や意見交換を実施（R6年10月）

○スポーツ活動の受け皿となりうる団体と協議

　・総合型SC（R6年10月・R7年2月）

　・智頭町体育会（R6年11月）

○スポーツ団体、PTA、中学校で構成した「智頭町部活動改革推進協議会」において趣旨

説明及び意見交換（R6年10月）

○町内の２つの地域クラブが中体連大会の参加認定を受けた。

取　　組　　状　　況

若桜町 総務学校教育係

協議会

設置の有無

設置有の場合 ○地域移行にするのか、地域連携にするのか検討を行い、若桜町としては地域連携を

　行っていくことと結論づけた。（３回の検討会により）

○若桜町の基本方針の策定にあたって、検討会を２回開催した。

○令和７年３月には、こども園保護者、学園保護者へ配布した。

○令和７年４月には、若桜学園PTA総会において基本方針の概略説明を行った。

○令和７年度は、部活動外部指導者を５名確保し、部活動指導をしてもらっている。今年度に関しては、これ以上の外部指導者の確保

　は想定していない。

○令和８年度以降においても継続して外部指導者を確保し、令和10年度までにはすべての部活動において外部指導者を配置できるよう

　に努める。

○平日の部活動については、今の時点で検討することができていないが、今後の部活動についての流れによっては検討をしていく。

推進計画
策定の有無

○今年度は２名（ホッケー・卓球）の外部指導者の確保ができている。

○今後も学校と相談しながら、外部指導者を継続・増員できるよう人材確保に努めていく。

○部活動の地域展開は難しいと考えている。推進計画
策定の有無

市町認定クラブ

市町認定クラブの有無

7

市町認定クラブ

市町認定クラブの有無

5

取　　組　　状　　況

八頭町 学校教育課

協議会

設置の有無

設置有の場合
○学校と相談しながら進めている。主な取組としては、部活動の休養日を週2回（水曜

　日・日曜日）設定、かつ、部活動の時間延長はしないことにしている。また、部活動

　顧問の複数人配置により指導する教職員の負担軽減を図っている。

○部活動の外部指導者の人材確保に努めている。

取　　組　　状　　況

岩美町
教育委員会

事務局

協議会

設置の有無

設置有の場合
【協議会の経過】

○第１回～第３回

　　課題整理と取組方策案

　　アンケートの進め方検討、アンケート結果の確認と課題整理他

　　市町の先進事例確認

○第４回～第５回

　　推進計画案についての検討

○第６回～第７回

　　「岩美町部活動の地域移行の在り方に関する提言」取りまとめ

○第８回

　　「岩美町立岩美中学校における部活動の地域連携地域・移行に向けた推進計画」

　　（案）の確認

【学習会の実施】

○町体育会や町内競技団体を対象とした学習会（R6.11.9実施）

【関係機関への情報提供等】

○中学校保護者、町体育会関係者への経過説明（R7.3～4月）

【コーディネーターの配置】　R7.4月～

【推進計画策定】　R7.7月

○部活動の受け皿となる地域クラブの設置

○指導者確保や運営体制整備

○可能な部活動から地域クラブへ連携・移行

　（R8年度以降をめどに）

推進計画
策定の有無



市町村名 担当課

有 これまでの主な取組 令和７年度の方向性・目標

設置年 令和５年６月

開催数 通算７回

無

策定有の場合 策定日

無

認定クラブ有の場合 認定クラブ数 0

市町村名 担当課

有 これまでの主な取組 令和７年度の方向性・目標

設置年 令和元年３月

開催数 通算７回

無

策定有の場合 策定日

無

認定クラブ有の場合 認定クラブ数 0

市町村名 担当課

有 これまでの主な取組 令和７年度の方向性・目標

設置年 令和５年11月

開催数 通算６回

無

策定有の場合 策定日

無

認定クラブ有の場合 認定クラブ数 0

市町村名 担当課

有 これまでの主な取組 令和７年度の方向性・目標

設置年 令和５年７月

開催数 通算５回

有

策定有の場合 策定日 令和６年３月

有

認定クラブ有の場合 認定クラブ数 2

市町村名 担当課

有 これまでの主な取組 令和７年度の方向性・目標

設置年 令和５年９月

開催数 通算７回

有

策定有の場合 策定日 令和６年８月

有

認定クラブ有の場合 認定クラブ数 2
市町認定クラブ

市町認定クラブの有無

14

取　　組　　状　　況

伯耆町 総務学事室

協議会

設置の有無

設置有の場合
○令和５年９月以来、年３回程度の部活動地域移行協議会の中で協議を重ねてきた。

○令和６年度より中学校全てにおいて、部活動への加入を任意とした。

○令和６年８月に伯耆町部活動地域移行推進計画を策定した。

○これに基づく形で、令和６年度８月に１部活動を、令和７年７月に１部活動を順次、部活

動地域移行クラブに認定した。

○総合型地域スポーツクラブに所属するスポーツ少年団との連携により、順次中学生を取り込んでいきながら地域移行を推進していく方針

である。

○スポーツ少年団の部員数の推移を把握しながら、中学校部活の移行を慎重に検討していく。

○スポーツ少年団の代表者へ、中学生の指導を取り込んでもらうよう体制づくりを依頼予定。

○合同部活動や地域連携型部活動（部活動指導員の活用）については当面の間は、引き続き推進する。

推進計画
策定の有無

○令和７年４月より、令和８年度の移行に先駆けて、サッカー、剣道を地域クラブ化。秋以降にソフトボールのクラブ化を検討

○その他の運動部については、令和８年度の移行に向けて、クラブコーディネーターを中心に、活動場所、時間、指導者の調整を図ってい

る。

○文化部については、現在のクラブ指導員を中心に、指導者とクラブ化に向けて協議中。秋ごろには令和８年度の方向性を示す予定。

推進計画
策定の有無

市町認定クラブ

市町認定クラブの有無
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市町認定クラブ

市町認定クラブの有無
12

取　　組　　状　　況

南部町 総務・学校教育課

協議会

設置の有無

設置有の場合
○令和５年度に南部町あり方検討委員会を設置。５回の委員会協議を経て令和６年３月に

「南部町部活動の地域移行のあり方に関する提言」を取りまとめる。

提言：令和８年度の「南部町型地域クラブ方式」への完全移行に向けて、令和６、７年度を

学校部活動改革推進期間とする。

○令和６年度にクラブコーディネーターを配置し、主に運動部を中心に地域移行に向けて、

地域のクラブ立ち上げや部活動の指導員の調整等に従事。令和７年１月に地域クラブ方式に

ついて保護者対象の説明会を実施

また、クラブコーディネーター、中学校長、部活動担当、教育委員会で地域移行に向けた定

例会を２月に１回程度開催。

○町内中学校は、部活動は令和５年度から参加は任意。

取　　組　　状　　況

琴浦町 社会教育課

協議会

設置の有無

設置有の場合
○琴浦町部活動在り方検討会を立ち上げ、年２回程度開催。

　（検討会メンバー：町内学校長、部活動指導教員、外部指導員、スポーツ協会、スポーツ

推進委員、指導者連絡協議会等）

○町の方針を確認し、共有した。

○部活動指導員が配置されている部活動において、地域展開、合同部活動の取組を試行的に

行うことを確認した。

○令和7年７月　町内２校、バドミントンをしている生徒の保護者を対象に保護者説明会を

開催。

○夏休み期間中に合同部活動を実施。

○部活動に部活動指導員を積極的に配置し、休日における部活動指導について、可能な限り地域連携を進めていく。

○令和７年度中に最低１種目、休日部活動の地域連携に向けて取り組む。

　夏休み期間を利用し試行的に取り組む（候補：バドミントン）

○部活動指導員、会部指導員の募集を通年で行い、人材バンク的な取組を進める。

推進計画
策定の有無

○部活動の地域連携・地域移行・地域展開に向けた計画書の策定に向けて準備を進める。

○部活動指導員の一層の配置に向けて学校に働きかけていく。

推進計画
策定の有無

市町認定クラブ

市町認定クラブの有無
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市町認定クラブ

市町認定クラブの有無
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取　　組　　状　　況

北栄町 教育総務課

協議会

設置の有無

設置有の場合
○部活動指導員の配置を推進し、地域と連携した部活動の在り方を検討してきている。

○令和６年度より、一部の中学校で部活動加入を任意とした。

○令和６年１２月に、北栄町立中学校における部活動の推進計画の案を提示した。

○令和７年度より、バレー部の活動を拠点校部活動とした。

取　　組　　状　　況

三朝町 社会教育課

協議会

設置の有無

設置有の場合
○令和４年５月：生徒、保護者、教員を対象にアンケート調査

○令和５年６月：検討委員会の設置

○令和５年度～：検討委員会開催（３回／年度）

○令和６年６月：町内スポーツ・文化芸術団体を対象にアンケート調査

○令和７年７月：町内スポーツ少年団へ中学生の活動参加について、アンケート調査

○休日の部活動改革

○「スポーツ・文化芸術活動を楽しむ休日」「中学生の地域活動参加機会の創出」の実現に向けた検討。

○月に１～２回の土曜日を部活動の完全休養日として設定し、当該日は部活動とは別に、ボランティア活動や地域の協力による体験活動を

実施。

○スポーツ少年団の中学生加入

・地域移行の受皿候補団体としてスポーツ少年団各単位団を想定し、中学生の参加について検討。

・中学生の活動参加が可能な単位団から、具体的な運営方法を検討。

推進計画
策定の有無



市町村名 担当課

有 これまでの主な取組 令和７年度の方向性・目標

設置年 令和５年２月

開催数 通算６回

有

策定有の場合 策定日 令和６年１２月

無

認定クラブ有の場合 認定クラブ数 0

市町村名 担当課

有 これまでの主な取組 令和７年度の方向性・目標

設置年 令和６年１月

開催数 通算６回

有

策定有の場合 策定日 令和７年２月

無

認定クラブ有の場合 認定クラブ数 0

市町村名 担当課

有 これまでの主な取組 令和７年度の方向性・目標

設置年 令和５年９月

開催数 通算３回

無

策定有の場合 策定日

無

認定クラブ有の場合 認定クラブ数 0

市町村名 担当課

無 これまでの主な取組 令和７年度の方向性・目標

設置年

開催数

無

策定有の場合 策定日

無

認定クラブ有の場合 認定クラブ数 0

＊日吉津村は、小学校のみのため状況調査は実施しない。

市町認定クラブ

市町認定クラブの有無
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取　　組　　状　　況

江府町 教育課

協議会

設置の有無

設置有の場合 ○令和６年度江府町部活動地域移行検討委員会を開催（令和7年2月実施）

○部活動地域移行の県の動向について

○部活動の地域展開に向けて

○日野町と江府町において拠点校方式ができないかについて検討（１回）
◎県の推進計画案（令和８年度～１０年度）をもとに町でできることについて検討予定

推進計画
策定の有無

○地元の総合スポーツクラブへの地域展開ではなく、保護者の力も活用させていただきながら、休日の部活動を運営することができないか

話し合いを行う予定である。

推進計画
策定の有無

市町認定クラブ

市町認定クラブの有無
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市町認定クラブ

市町認定クラブの有無16

取　　組　　状　　況

日野町 教育課

協議会

設置の有無

設置有の場合
○令和５年１０月　第１回地域移行検討委員会

○令和６年　２月　第２回地域移行検討委員会

○令和７年　６月　保護者への啓発チラシ作成・配布

　　　　　　７月　第３回地域移行検討委員会

○（随時）　他町教育委員会担当者との協議

○拠点校部活動、合同部活動について

取　　組　　状　　況

日南町 教育課

協議会

設置の有無

設置有の場合
○令和５年度より部活動地域展開検討委員会を開催、協議

○令和５年度より全ての部活に部活動指導員を配置し、部活動の地域連携を推進

○令和７年度より部活動の任意加入を開始

○日南町部活動地域展開推進計画の策定

○令和７年度より生徒の受け皿となる各団体の統括を一般社団法人に委託し、コーディネー

ターを配置

○令和７年度より２つの部活動の指導を全て部活動指導員（クラブチーム兼務）に移行

○部活動地域展開推進協議会の設置

○行政による各種支援策の検討

○実施主体となる地域クラブ等の拡充推進計画
策定の有無

○休日の部活動において、地域連携型で取り組む

○休日の部活指導員の確保（卓球・バレーボール等）

○文化部の改革に向けた協議

○現顧問の意向聞き取り

○放課後の受け皿になる団体との協議

○各地区公民館と地域自主組織との連携

○オフシーズンの休日の部活動の休止（教員の働き方改革）

【令和７年度以降の目標】

○R8  大山町推進計画の改訂版を策定

○部活動加入の自由化

○学校業務支援員が、放課後に部活動指導を行うスタイル

○大山町3つの中学校で１つのチームへ

推進計画
策定の有無

市町認定クラブ

市町認定クラブの有無
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取　　組　　状　　況

大山町 幼児・学校教育課

協議会

設置の有無

設置有の場合
○R5.2　あり方検討委員会を立ち上げ協議（主に課題の洗い出し）

○R5.5 　大山中学校スキー部及び名和中学校の轟太鼓の協議

○推し活だいせんクラブ立ち上げ（放課後の生徒の居場所づくりとして、公民館と連携し

た）

○R5.6  町議会議員３名と部活動コーディネーターとの意見交換

○R5.9  町内児童５、６年生、生徒１、２年生及び保護者、教員の意識調査実施

○R6.7　夏休みの合同練習におけるスクールバスの手配

○生徒の居場所づくりとしての取組を公民館と協議

○部活動全員加入についての検討会（町内中学校長会）

○R6.11　休日の部活移動バスを試運行（２回）

○R6.12  大山町推進計画を策定

○R7.4   クラブ活動加入者は部活動加入を任意にした。

○R7.4　休日の部活動移動バス２台を運行（24回分、80万円）

○R7.5   放課後の受け皿になる団体との協議（２団体）


